
主 な 内 容

発行/つがる市役所総務部総務課 〒０３８－３１９２青森県つがる市木造若緑６１番地１　☎０１７３－４２－２１１１　http://www.city.tsugaru.aomori.jp

●市の人口と世帯数（平成１８年１１月１日現在） ・人口３９，５９３人（男１８，９６４人／女２０，６２９人）・世帯数１３，２９２世帯

・第 2回つがる市総合文化祭 ……………… 2～ 3
・市民とつがる市・警察の対話会 ……………… 4
・市民から寄せられた意見・提言をお知らせします … 5
・不法投棄パトロール隊出発式
　防災を呼びかけた作品展の表彰式
　白老町の子ども達がリンゴ狩り ……………… 6
・アラカルト ……………………………………… 7
・街 の 話 題 ………………………………… 8～ 9
・男女共同参画社会コーナー② ………………… 10
・お 知 ら せ ………………………………… 11～14

赤ちゃん かわいい！
　11月１日、車力小学校４年生と赤ちゃん８人で実
施された「赤ちゃんふれあい体験」教室は、児童ら
が赤ちゃんのオムツを交換したり、抱っこしたりし
て一日お父さん、お母さんを体験しました。赤ちゃ
んを抱っこした児童は「思ったより、やわらかい」
と話していました。
　おんぶされた赤ちゃんが寝てしまう場面もあり、
児童たちは「私もこうであったのかな」と言ってい
ました。
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　つがる市文化団体協議会（野呂隆昌会長）が第 2回つがる市総合文化祭を11月 3 日から 3日間、生涯学習
交流センター「松の館」を主会場に、森田体育センター、柏農村環境改善センター、牛潟公民館、車力農民
研修センター、稲垣公民館、稲垣交流センターの 7会場で開催されました。

童謡「蕾の会」 コーラス華

木造盆栽会 浅草遠州一濤会 稲垣「藁の会」

木造チャーチル会

いけばな池坊

つがる名和会（大正琴）

木造吟詠詩舞

森田吟舞 藤都流つがる松誉会 藤瑩会 山百合会 華丘レクダンスサークル

柏（龍生派）五月会車力京和会 丸岡流手踊教室
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場
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場
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稲垣パッチワーク教室

車力写真クラブ

稲垣陶芸サークル

参加者全員で稲垣音頭

稲垣染物サークル

柏書道会 鷹揚つがる会

柏文化サークル

つがる俳句会 森田華道サークル

車力書道会 森田墨友会 夕凪書道会

北沢社中(龍生派) 柏文化サークル（絵画） 牡丹の会

つがる稲垣版画サークルつがる市囲碁愛好会



4

安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
九
月
に
引
き
続
き
、
市
民

と
つ
が
る
市
・
警
察
の
対
話
会
が
、

十
月
二
十
四
日
に
森
田
、
同
二
十
六

日
に
木
造
、
同
二
十
七
日
に
車
力
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
話
会
で
は
、
つ
が
る
警
察
署
か

ら
事
件
事
故
、
自
主
防
犯
組
織
の
活

動
状
況
、
つ
が
る
警
察
署
協
議
会
委

員
か
ら
は
、
十
月
十
二
日
に
行
わ
れ

た
、
米
軍
三
沢
基
地
等
の
視
察
研
修

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
を
し
た
委
員
か
ら
「
基

地
内
を
視
察
し
、
三
沢
警
察
署
副
署

長
よ
り
説
明
を
受
け
、
署
内
に
は
渉

外
係
に
三
名
の
英
語
を
話
せ
る
職
員

が
お
り
外
国
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
時
に

対
応
し
て
い
る
」、「
米
軍
に
よ
る
平

成
十
七
年
度
の
犯
罪
・
事
故
状
況
は

交
通
に
関
し
て
は
、
人
身
事
故
四
十

三
件
、
物
損
事
故
は
百
八
十
一
件
あ

り
、
そ
の
他
窃
盗
事
件
三
件
、
大
麻

保
持
に
よ
る
犯
罪
が
二
件
あ
っ
た
」

と
、
三
沢
市
の
警
察
署
の
体
制
や
犯

罪
・
事
故
状
況
等
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
意
見
要
望

○
森
田
会
場

Ｑ
オ
レ
ン
ジ
ハ
ー
ト
交
差
点
の
横
断

歩
道
の
設
置
場
所
を
変
更
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
昨
年
度
も
学
校
か
ら
要
望
が
あ
り
、

赤
い
ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
車
が
歩

道
側
に
こ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
県
土
整
備
事
務
所
と

協
議
し
ま
す
。

Ｑ
学
校
前
の
道
路
を
制
限
速
度
以
上

で
走
行
す
る
車
が
あ
る
の
で
対
処

し
て
ほ
し
い
。

Ａ
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
ま
す
が
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
協
力
も
お
願

い
し
ま
す
。

Ｑ
つ
が
る
市
内
へ
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
配
備
に
伴
っ
て
、
軍
人
、
軍

属
等
が
居
住
す
る
が
、
治
安
・
交

通
対
策
と
し
て
署
員
の
増
員
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

Ａ
今
年
一
名
の
署
員
を
増
員
し
、
現
在

四
十
五
名
の
署
員
が
い
る
。
県
警

本
部
に
は
、
交
通
課
に
通
訳
で
き

る
署
員
の
増
員
要
望
を
し
て
い
る
。

●
そ
の
他
と
し
て
、
署
長
よ
り
、
振

り
込
み
詐
欺
の
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
木
造
会
場

Ｑ
つ
が
る
警
察
署
の
署
員
の
対
応
が

悪
い
。（
市
民
に
対
し
て
の
言
葉

使
い
、
窓
口
の
対
応
、
パ
ト
ロ
ー

ル
時
の
対
応
等
）

Ａ
何
か
あ
っ
た
ら
署
長
宛
に
い
つ
で

も
連
絡
下
さ
い
。

Ｑ
朝
日
タ
ク
シ
ー
の
強
盗
事
件
の
犯

人
は
捕
ま
っ
た
の
か
。

Ａ
未
だ
検
挙
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
冬
期
間
に
自
家
用
車
を
自
宅
前
の

道
路
に
駐
車
し
、
除
雪
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
車
を
取
り
締
ま
り
で

き
な
い
も
の
か
。

Ａ
注
意
を
し
て
直
ら
な
け
れ
ば
駐
車

違
反
と
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
そ
の
他
、
総
務
部
長
よ
り

・
十
二
月
十
九
日
（
火
）、
安
全

安
心
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

・
市
と
し
て
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
車
を
配
置
し
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
車
力
会
場

Ｑ
今
後
の
対
話
会
に
は
米
軍
関
係
者

も
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
新
駐
在
所
の
建
築
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
事
務
室
部
分
は
十
二
月
、
住
宅
部

分
は
平
成
十
九
年
二
月
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

市民とつがる市・　
　　警察の対話会

森　田　会　場

木　造　会　場

車　力　会　場
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市民から寄せられた意見・提言をお知らせします
平成18年度上半期（ 4月～ 9月）目安箱への投書件数は20件ありました。
　市民から寄せられた意見・提言は、今後の市政運営の参考とし、実施可能なものから速やか
に実施する体制をとっております。これまでに寄せられた主な意見をお知らせいたします。

　　意　見・提言事項　　 　回　　答　　欄　

○職員の窓口業務への苦情　（3） 　職員一同常に細心の注意をはらい、窓口業務の適切な対応に心がけ
ます。

○ごみの分別方法が分からない・
　不回収の時はシールを貼ってほしい

　業者に不回収の理由シールを貼るよう指導しました。支所窓口に分
別のチラシがありますのでご利用下さい。

○督促になぜ手数料がかかるのか
　　　　　　　　　　　　　（2）

　納期限まで完納しない場合20日以内に督促状を発し、督促手数料は、
税の納付を促すため郵送で通知するためのものです。

○税金の自動引落をしてほしい 平成19年度から口座引落としを導入する予定です。

○犬の糞の始末・飼い主のマナー
　の悪さ

　環境美化条例が10月 1 日施行、「飼い主は、犬の糞を公共の場、他
人の土地に放置しては、ならない。違反した場合は、指導勧告ができ、
従わない場合は公表できる」とされています。市民に広報等で周知し
ていきます。

○トイレ（保健センター）の汚れ
　洋式への要望　　　　　　（2）

　保健センターのトイレを、男女に洋式 1基づつ設置しました。
　また、トイレの掃除についてのご意見は、トイレ工事中でした。ご
迷惑おかけ致しました。

○防災行政無線放送について（2）

1、市民から強い要望があり、 6月15日より午前11時30分の時報を放送
することにしました。

2、放送が聞きづらくご不便をおかけいたします。防災行政無線設備工
事中です。今後、設備工事完了までご協力をお願いします。

○保育所送迎バス内の喫煙をやめてほしい 　保育所送迎バス内は常時、禁煙といたしました。

○１日を通して子供の遊べる場所
　を開放してほしい　　　　（2）

　今のところ、乳幼児の遊び場所等の公共施設はありませんが、今後
の課題とさせていただきます。

○合併 2年近くになるが、市勢要
　覧は出来ないのか

　新規取材のため 2ヶ年計画で観光ＰＲや企業誘致等へも活用できる
もの、国勢調査の数値を反映させるため、完成は平成19年 3 月の予定
です。

＊その他　・ 保健センターの夏の健診は、暑さのためご迷惑かけました。なるべく早い時期にエアコンの設
置を考えています。

・松の館の製氷機は、経費節減のため電源を切っています。施設使用申請の際に申し出下されば
使用可能です。

・乳幼児相談（木造地区）の回数を月 1回の要望は、木造子育て支援センターや地区にとらわれ
ず支所の乳幼児相談も利用できます。

・100円バスの運行は、運行形態等のあり方について検討していきます。
・困りごとの相談は、広報のお知らせ号に毎月、行政相談の日程を掲載しています。市民課では、
相談日以外でも来庁、電話の相談を受け付けています。

・統合による廃校校舎の一部は、中学生の部活動、社会福祉事業等の貸付、郷土芸能継承活動に
有効活用されていますが、他の校舎についても可能な限り対応したいと考えています。

・文化祭は、五地区全域で全市民参加型の総合文化祭をめざしています。

　引き続き、市民の皆様の建設的な提言をお待ちしております。

問い合わせ先　　市役所 総務課　電話 ４２－１１０５



6

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
出
発
式

　

十
月
二
十
五
日
、
市
役
所
に
お
い

て
市
役
所
職
員
で
構
成
さ
れ
た
不
法

投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
後
を
絶
た
な
い
状
況
の
中
、
当
市

で
は
十
月
一
日
か
ら
「
つ
が
る
市
環

境
美
化
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
地
域

環
境
の
維
持
保
全
の
取
組
み
と
し
て

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
わ
け
で
す

が
、
本
趣
旨
は
不
法
投
棄
の
早
期
発

見
と
未
然
防
止
で
あ
り
、
市
民
へ
広

く
Ｐ
Ｒ
し
環
境
保
全
意
識
の
啓
発
を

促
し
た
い
。
ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
中

の
事
故
等
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
班
の
代
表
者
に
車
の
「
ス

テ
ッ
カ
ー
」
を
手
渡
し
、
三
班
に
分

か
れ
て
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　
「
全
国
一
斉
の
環
境
月
間
」
で
あ

る
六
月
と
加
え
て
つ
が
る
市
環
境
美

化
条
例
の
施
行
に
併
せ
市
独
自
に
十

月
を
「
ゴ
ミ
不
法
投
棄
監
視
月
間
」

と
定
め
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

不
法
投
棄
一
掃
を
目
指
し

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
結
成

　10月16日消防本部において、第 4回防災に関する作品展（習字）
の表彰式が行なわれました。
　小学校4年から 6年まで18名の児童に消防本部嶋田消防長から賞
状と副賞が贈られました。
　この作品展は「秋の火災予防運動」にあわせて行ったもので、
市内小学校から260点の応募がありました。全応募作品は、10月20
日から25日までイオン柏ショッピングセンターにおいて展示され、
多くの市民に防災を呼びかけていました。

　11月4日、つがる市と姉妹都市交流をして
いる北海道白老町の児童23人がリンゴ狩り
を楽しみました。
　姉妹都市協会の交流事業として行ったも
ので、森田町の原田元雄さんの指導により、
児童は慣れない手つきながら、赤く大きな
リンゴを選んで収穫していました。
　最後に、原田さんから香がとてもよいマ
ルメロをプレゼントされ喜んでいました。

防災を呼びかけた作品展の表彰式白老町の子ども達がリンゴ狩り

◆ 4  年◆
　金賞◇石 川 仁 美（穂波）
　銀賞◇松 橋 寧 （々富萢）
　 　 　 伊 藤 竜 弥（柏）
　銅賞◇長内亜有子（豊川）
　　　　平 田 結 菜（育成）
　　　　江良佳奈子（向陽）
◆ 5  年◆
　金賞◇長 利 圭 真（車力）
　銀賞◇木村有里香（穂波）
　　　　川 村 和 希（森田）

　銅賞◇野 呂 拓 真（育成）
　　　　黒 滝 泰 世（繁田）
　　　　成 田 怜 美（瑞穂）
◆ 6  年◆
　金賞◇坂 本 義 丸（車力）
　銀賞◇澤 田 幸 生（富萢）
　　　　瓜 田 捺 美（育成）
　銅賞◇野呂紗佑里（瑞穂）
　　　　吉 田 彩 海（向陽）
　　　　斉 藤 粋 美（稲垣西）

入　
　

賞　
　

者
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　10月16日、青森市で平成18年度青森県道路愛護等
功労者表彰式が行われ、福士清志（森田町上相野）
さんが日本道路協会長表彰を受けました。
　福士さんは、昭和56年以来、自宅前の歩道およそ
600ｍを除雪し、通学路を確保し交通事故防止に努
めています。この道路は交通量も多く、冬場は歩道
が雪に覆われるため、児童らは車道の端を歩かなけ
ればならなかったことから、児童らの交通事故防止
に大きく貢献したことが認められました。

　10月18日、弘前市で行われた第45回青森県統計大会
で、工藤勇一（木造）さんが青森県統計協会長表彰を
受けました。
　工藤さんは、昭和50年に統計調査員に任命されて以
来、国勢調査（ 6 回）、農林業センサス（ 4 回）、毎月
勤労統計（ 4回）、事業所企業統計（ 2回）など数多く
の調査員を務められ
ました。また昨年発
足したつがる市の統
計協会長として、市
の統計思想の普及・
啓発に尽力された功
績が認められ今回の
表彰となったもので
す。

子供たちの安全を願い歩道を除雪 統計調査に尽力

津
軽
塗
り
を
体
験

　

十
月
三
十
一
日
、松
の
館
で「
つ

が
る
市
社
会
福
祉
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
柏
第
一
保
育
所
ひ
ま
わ
り
組

三
十
二
名
に
よ
る
鼓
笛
演
奏
で
華

や
か
に
幕
開
け
し
ま
し
た
。
小
・

中
学
生
に
よ
る
「
福
祉
の
作
文
」

の
発
表
で
は
「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

の
身
体
障
害
者
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車

し
て
い
る
普
通
の
人
の
気
持
ち
が

分
か
ら
な
い
」
と
利
用
者
の
モ
ラ

ル
を
問
い
か
け
る
場
面
が
あ
り
発

表
者
の
六
名
に
出
席
者
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
福
島
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
か
ら
「
住
民
の
声
が
繁
栄

で
き
、
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
事

業
の
展
開
が
で
き
る
よ
う
、
質
の

高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
行

政
と
の
連
携
を
密
に
し
た
地
域
文

化
を
築
く
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

ま
た
、
今
ま
で
地
域
福
祉
向
上
に
貢

献
さ
れ
た
個
人
十
三
名
、
団
体
二
名

の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
稲
垣

西
小
児
童
に
よ
る「
登
山
ば
や
し
・

下
山
ば
や
し
」
が
披
露
さ
れ
、
午

後
の
部
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸

能
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
柏
地
区
に
あ

る
「
日
本
最
古
の
り
ん
ご
の
木
」

か
ら
収
穫
さ
れ
た
り
ん
ご
五
〇
〇

個
が
古
坂
徳
夫
さ
ん
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
り
ん
ご
は
福
祉
大
会
へ
訪
れ

た
市
民
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
縁

起
物
と
し
て
喜
ば
れ
み
ん
な
大
事

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

つ
が
る
市
民
と
共
に
歩
む
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

　

十
一
月
六
日
、
向
陽
小
学
校
で

五
年
生
が
伝
統
工
芸
の
津
軽
塗
り

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
授
業
は
、
津
軽
塗
伝
統
工

芸
士
会
よ
り
六
名
の
会
員
を
講
師

に
、
写
真
立
て
と
コ
ー
ス
タ
ー
の

制
作
を
全
三
回
で
完
成
す
る
と
い

う
工
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
講
師
の
手
元
を
真
剣
に

見
な
が
ら
上
手
に
仕
上
げ
る
コ
ツ

を
聞
い
て
は
自
分
の
作
品
の
仕
上

げ
を
行
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

津
軽
塗
伝
統
工
芸
士
会
長
の
坂

本
さ
ん
は
「
本
物
の
漆
を
使
い
ま

せ
ん
が
、
漆
塗
り
の
工
程
を
体
験

し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
、
体
育

館
の
中
央
で
は
、
実
際
に
店
頭
販

売
す
る
本
物
の
津
軽
塗
り
の
仕
上

げ
も
実
演
し
て
い
ま
し
た
。
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子牛・育成雌牛品評会
　10月19日、富萢町の屏風山牧場で「第3回子牛・育成
雌牛品評会」が行われました。
　この品評会は、優良牛の地域保留に努め飼養管理の技
術向上を図るため行われているもので、畜産農家が一生
懸命育てた牛41頭が出品され、3部門に分かれて審査が
行われました。雌子牛の部で梶浦武則さん、去勢子牛の
部で鳴海功さん、育成雌牛の部で鳴海晴雄さんがそれぞ
れチャンピオンとなりました。

障害者が暮らせるまちづくり
　10月22日、生涯学習交流センター松の館でおよそ250

人の市民が参加して「障害者が暮らせるまちづくり

フォーラム」が開催されました。

　福島市長は「伊達市の取組みを、今後の障害福祉推進

に参考としていきたいと思います。」と述べ、北海道伊

達市の取組みの紹介や、基調講演が行われました。

シルバーの日に奉仕作業
　10月18日、シルバー人材センターの会員約60名が「シ

ルバーの日」に合わせて、市役所前の歩道の草取りや球

根植え替え、樹木の枝払いを行いました。

　奉仕活動が終わった歩道は、キレイな景観となり、市

役所前の歩道も見違えてキレイになりました。

会員の皆さんありがとうございました。

読書活動に役立てて
　11月1日、車力地区の4学校へ図書券が送られました。

　図書券を贈ったのは、「車力村長寿友の会」の皆さんで、

会員の高齢化により今年10月に解散したことから会費の一

部を地区の子ども達の勉強に役立ててほしいと牛潟小、車

力小、富萢小、車力中へ計16万円分の図書券を寄贈しました。

　贈呈式では、会を代表し白戸耕市さんが各校の代表者

へ「勉強に役立ててください」と渡していました。

日頃の練習の成果に大きな拍手
　10月19日、柏ふるさと交流センターにおいて第22回芸

能発表会（西北五つがる地区老人クラブ交流事業）が行

われ、550名の会員で会場は熱気に包まれていました。

　市内からは12組が出演し、みなさん日頃の練習の成果

を発揮し、会場から大きな拍手をもらい、ステージでひ

ときわ輝いていました。
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チェスボロー号遭難慰霊碑を清掃ボランティア
　10月30日、牛潟町のチェスボロー号遭難慰霊碑を米軍

関係者らが清掃ボランティアをしました。

　米軍職員は「今日の清掃活動を第一歩として、これか

らも継続していき、市民との交流を続けたい」と述べ、公

園内を清掃し、慰霊碑の化粧直しを行いました。

　また、チェスボロー号遭難については、アメリカ人を

救助した車力村民の勇気ある行動に感動していました。

本をたくさん読んでください
　10月31日、瑞穂小学校で学校図書贈呈式を行いました。

図書を贈ったのは、木造の渋谷一三さん（写真　右）他

で児童代表の中村詩織さんへ図書218冊分の目録を贈呈

しました。

　渋谷さんは「目標を持ちそれに向かって進んでほしい」

と述べ、児童からは「これからの生活に役立てます」と

お礼の言葉がありました。

稲垣で「福祉まつり」
　10月18日、稲垣交流センターで稲垣地区「福祉まつり」
が開催されました。
　第 1回目となる稲垣地区福祉まつりには、会員らおよ
そ500名が参加して行われ、開会式では県老人クラブ連
合会顕彰状の授与式も行なわれました。
　まつりは、園児によるアトラクションや会員による芸
能発表、出店コーナー等多数の催し物があり皆さん楽し
んでいました。

図書券を寄贈
　10月13日、みちのく銀行労働組合から福島市長へ図書
カードが寄贈されました。
　みちのく銀行労働組合では、平成 8年から職員に募金
を呼びかけて、県内の市町村に寄贈をしており、今年は、
つがる市の将来を担う子供たちに夢と希望を与えたい、
と寄贈されました。
　福島市長は「皆さんの気持ちを大事にし、つがる市の
子ども達に有効に使わせていただきます」とお礼を述べ
ました。

清掃活動に役立ててと草刈機を贈呈
　10月27日、稲垣支所において社団法人五所川原法人会

（会長　今　誠康）の地域社会貢献運動特別委員長の佐々

木孝昌氏（写真　左）より、地域の清掃活動に役立てて

欲しいということで稲垣支所に草刈機が贈呈されました。

　同会は、地域社会貢献活動として清掃活動を実施して

おり、当日も、会員・家族およそ30名が岩木川河川公園

の清掃活動を行いました。
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『
男
女
共
同
参
画
』っ
て

ど
う
い
う
こ
と

　

前
回
は
「
男
女
共
同
参
画
」
に
つ

い
て
、
お
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
男
女
の
対
等
な
参
画
」

と
い
う
こ
と
か
ら
、「
男
女
の
平
等
」

に
つ
い
て
、
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　
「
男
女
共
同
参
画
」
は
、
男

女
の
性
差
を
認
め
な
い
で
、
人

間
を
中
性
化
す
る
と
い
う
考
え

方
な
の
で
す
か
？

Ａ　

男
女
に
差
が
あ
る
こ
と
を
認
め

な
い
と
い
う
考
え
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
物
学
的
に
男
女
に
違
い

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
と
し

て
認
め
る
べ
き
こ
と
で
す
。
そ
れ

は
日
本
国
憲
法
の
中
で
保
障
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で
、

一
人
ひ
と
り
が
個
々
の
個
性
や
能

力
を
大
切
に
し
、
互
い
を
尊
重
し

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
「
自
分
ら
し

さ
」
を
発
揮
し
責
任
も
分
か
ち
あ

お
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

Ｑ　
「
男
女
共
同
参
画
」
は
「
男

ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
を
な

く
そ
う
と
し
て
い
る
の
？

Ａ　
「
男
女
共
同
参
画
」
は
、
一
人

ひ
と
り
が
持
つ
「
男
ら
し
さ
」「
女

ら
し
さ
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、「
男
だ
か
ら
・
女
だ
か
ら
、

こ
う
あ
る
べ
き
」
と
性
別
に
よ
っ
て

決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
結
果
、
個
人
の
生
き
方
の
選

択
肢
を
狭
め
て
し
ま
い
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
な
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
意
識
を
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し

さ
」
と
は
、
そ
の
場
の
状
況
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
持
ち
、
一
概

に
定
義
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、「
女
ら
し
さ
」
の
イ
メ
ー

ジ
と
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
「
思

い
や
り
」「
優
し
さ
」
と
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
多
く
の
男
性
も
持
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
は
「
決
断
力
が

あ
る
」「
責
任
感
が
あ
る
」
な
ど
一

般
に
男
性
に
つ
な
が
り
や
す
い
資
質

で
す
が
、
社
会
活
動
の
場
で
は
男
女

と
も
備
え
て
お
く
べ
き
特
性
で
す
。

人
間
に
と
っ
て
よ
い
特
性
は
、
男
女

を
問
わ
ず
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

 
◇「
男
女
平
等
」と
は
…

　
「
平
等
」
と
い
う
言
葉
は
、
感
覚

的
に
は
、
理
解
し
て
い
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
形
の
な

い
抽
象
的
な
言
葉
だ
と
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
国
憲
法
で
は
、「
す
べ
て
国

民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済

的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差

別
さ
れ
な
い
」
と
謳
い
「
法
の
下
の

平
等
」
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
国
民
は
、
も
と
も
と
平
等
と
い

う
権
利
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
す

　

そ
れ
な
の
に
な
ぜ
、
い
ま
さ
ら
、

男
女
共
同
参
画
や
男
女
平
等
を
声
高

に
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
だ
、「
男
の
く
せ
に
、

女
の
く
せ
に
」
と
い
う
意
識
（
押
し

つ
け
）
が
無
意
識
に
あ
る
た
め
、
や

り
た
く
て
も
、
で
き
な
い
こ
と
や
、

や
れ
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
男
女
が

生
物
学
的
に
違
う
の
は
明
ら
か
で
あ

り
、
そ
れ
を
「
男
・
女
」
と
し
て
分

け
て
考
え
る
こ
と
が
、
一
方
の
不
利

益
に
な
っ
て
い
な
い
か
を
考
え
、
行

動
す
る
こ
と
が
「
男
女
の
平
等
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
個
人
個
人
が
「
感
謝
」

と
「
や
さ
し
さ
」
と
「
思
い
や
り
」

の
気
持
ち
を
、
忘
れ
な
い
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

※
※ 

一
口
メ
モ 

※
※

　
《
日
本
国
憲
法
》

　

日
本
国
憲
法
は
、
一
九
四
六
年

十
一
月
三
日
公
布
、
一
九
四
七
年

五
月
三
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
の
章
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

日
本
国
民
の
規
範
と
い
う
べ
き
も

の
で
す
。

　

憲
法
に
は
三
大
原
則
「
国
民
主

権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
平
和

主
義
」
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
で
あ

る
人
権
（
い
わ
ゆ
る
私
た
ち
が
社

会
生
活
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を

営
む
た
め
に
必
要
な
固
有
の
権

利
）
に
つ
い
て
は
、
憲
法
前
文
、

憲
法
第
十
一
条
及
び
第
九
十
七
条

（
基
本
的
人
権
の
享
有
と
本
質
）、

憲
法
第
十
三
条
（
個
人
の
尊
重
と

幸
福
追
求
権
）、
憲
法
第
十
四
条

（
法
の
下
の
平
等
）、
憲
法
第
二
十

五
条
（
生
存
権
）
等
の
条
文
で
述

べ
ら
れ
、
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
『「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
っ
て
ど
う
い
う
社
会

（
１
）』
を
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

企
画
課

電
話　

四
二－

二
三
七
二

男
女
共
同
参
画
社
会
コ
ー
ナ
ー
②
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引
き
こ
も
り
家
族
教
室
を
開
催

　

自
宅
以
外
で
の
生
活
の
場
が
長
期
に
わ
た
っ

て
失
わ
れ
て
い
る
、い
わ
ゆ
る
「
引
き
こ
も
り
」

の
方
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
ご
家
族
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
が
集
い
、
心
や
対
応

に
つ
い
て
学
び
、
家
族
の
あ
り
方
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

日　

時　

十
二
月
四
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
六
時
〜
午
後
八
時

場　

所　

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー「
松
の
館
」

内　

容

　

講
話　

 「
引
き
こ
も
り
の
理
解
と
本
人
へ
の

対
応
方
法
」

　

講
師　

青
森
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

相
談
指
導
課
長　

野
宮　

冨
子
氏

対
象
者　

 

引
き
こ
も
り
の
青
年
等
を
抱
え
る
家
族

　
　

＊ 

明
ら
か
な
精
神
疾
患
を
有
す
る
方
を
除

き
ま
す
。（
精
神
障
害
者
の
ご
家
族
の

方
は
、
家
族
会
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち

ら
を
ご
利
用
下
さ
い
）

　

参
加
希
望
の
方
は
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　

四
二－

二
〇
四
四

　

ま
た
は
各
支
所
民
生
福
祉
課

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

冬
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
ま
た
、
渡
り
鳥
シ
ー
ズ
ン
を
向

か
え
、
よ
り
一
層
の
警
戒
が
望
ま
れ
ま
す
。

「
鶏
な
ど
鳥
類
を
飼
っ
て
い
る
方
」

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、
海
外
か
ら
侵
入
す

る
ル
ー
ト
に
は
、
渡
り
鳥
を
介
し
て
侵
入
す
る

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
渡
り
鳥
等
と
接
触
の
あ

る
野
鳥
を
避
け
る
た
め
、
鳥
は
放
し
飼
い
に
せ

ず
、
鳥
小
屋
、
運
動
場
は
防
鳥
ネ
ッ
ト
で
囲
っ

て
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
清

潔
に
飼
育
し
、
消
毒
を
励
行
し
、
次
の
よ
う
な

症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

肉
冠
や
肉
垂
の
出
血
、
顔
の
浮
腫
、
脚
の
皮

下
出
血
、
産
卵
低
下
、
下
痢
、
神
経
症
状
、

連
続
す
る
急
死
等

「
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
た
場
合
」

　

野
鳥
は
、
冬
の
エ
サ
不
足
、
環
境
の
厳
し
さ

や
他
の
病
気
で
死
亡
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

処
分
は
、
素
手
で
触
ら
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
一
般
廃
棄
物
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
多
数
の
鳥
が
死
亡
し
て
い
る
な
ど
不

自
然
な
場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

　

市
役
所　

農
林
水
産
課

電
話　

四
二－

一
一
〇
九

　

西
北
地
方
農
林
水
産
事
務
所

　
　

つ
が
る
家
畜
保
健
衛
生
所

電
話　

四
二－

二
二
七
六

軽自動車住所・廃車・名義変更届提出依頼通知について（お詫びと訂正）
　平成18年10月6日付軽自動車、原動機付自転車等の住所・廃車・名義変更届
提出依頼通知を発送しましたが届出に持参するもののなかで不備な点があり、
お詫びと訂正をさせていただきます。
　未だ変更の届出がお済でない方は、所有権等の関係で各自持参するものが
異なってきますので事前に必ず、各届け出先に電話で確認をしてから届出を
するようお願い申し上げます。
　　※なお、最寄りの自動車整備業者でも手続きできます。

車 両 の 種 別 届　出　先 持参するもの

軽 三 輪・軽 四 輪　 居住地の軽自動車協会
※ 事前に電話で必要書類を確認
して下さるようよろしくお願
いいたします。

軽 二 輪（250㏄以下）
居 住 地 の 陸 運 支 局

二輪の小型（250㏄超）

原付 1種（50㏄以下）、 2種乙（50㏄～90㏄）

市 役 所 ・ 各 支 所
（廃車の場合）
ナ ン バ ー
印　　　　鑑
変更の通知書

（名義・住所変更）
印　　　　鑑
変更の通知書2種甲（90㏄～125㏄）、ミニカー

小型特殊（農耕用、農耕外）

　　　　　　　問い合わせ先　　軽自動車協会青森取扱所 ℡０１７－７３９－０４４１　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　青　森　運　輸　支　局
　 （誤）℡０１７－７３９－１５０３⇒（正）℡０５０－５５４０－２００８　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　市役所 財政部　税務課 ℡４２－１１０７　　　　　 　　　
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平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
以
降

に
出
産
予
定
の
皆
様
へ

　

つ
が
る
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
が
出
産
し
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
出

産
育
児
一
時
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平

成
十
八
年
十
月
一
日
よ
り
三
十
五
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。）

　

妊
娠
十
二
週
（
八
十
五
日
）
以
降
で
あ
れ
ば
、

死
産
や
流
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

但
し
、
他
の
健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
る
場

合
は
除
き
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
出
産
後
の
申
請
に
な
る
た
め
医

療
機
関
等
へ
の
支
払
が
済
ん
で
か
ら
の
支
給
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
は
、

医
療
機
関
（
病
院
・
診
療
所
・
助
産
所
等
）
を

受
取
代
理
人
と
し
て
事
前
に
申
請
す
る
と
三
十

五
万
円
を
限
度
と
し
て
市
が
直
接
医
療
機
関
に

支
給
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
申
請
は
出
産
予
定
日
の
一
カ
月
前
か
ら

と
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

国
民
健
康
保
険
課

電
話　

四
二－

二
一
六
一

交
通
事
故
で
困
っ
た
時
、

困
っ
た
人
の
ご
相
談
は
…

社
団
法
人　

日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　

青
森
相
談
セ
ン
タ
ー

○
相
談
日 　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
九
時
〜

正
午
、
午
後
一
時
〜
午
後
五
時
（
土

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

○
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

○
損
害
保
険
一
般
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

○
場　

所　

青
森
市
堤
町
二－

一－

七　

　
　
　
　

 

Ｔ
Ａ
Ｐ
堤
町
ビ
ル
四
Ｆ
（
青
森
市
文

化
会
館
の
斜
め
向
か
い
側
）

弁
護
士
無
料
相
談
も
あ
り
ま
す

○
青
森
相
談
セ
ン
タ
ー
受
付

○
毎
月
第
四
水
曜
日　

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

　
　
　
　

予
約
制
・
要
面
談

　

※ 

弁
護
士
相
談
は
、
予
め
前
日
ま
で
に
予
約

し
、
手
持
ち
資
料
等
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

社
団
法
人　

日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部

　

青
森
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話 

〇
一
七－

七
二
二－

一
〇
二
五

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

平
成
十
九
年
度

入
学
生
・
受
講
生
募
集
中

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高
等
学
校
、

福
祉
通
信
教
育
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
学
生
・
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

○
高
等
学
校　

普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
を
利

用
し
て
三
年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得
）

○
高
等
学
校　

選
科
（
修
得
科
目
は
高
卒
認

定
試
験
の
受
験
免
除
）　　
　

○
専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉

士
受
験
資
格
取
得
・
二
年
生
）

○
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら
資
格
ま

で
約
二
百
コ
ー
ス
）

募
集
期
間

　

○
高
等
学
校　

普
通
科
・
選
科

　
　

平
成
十
九
年
二
月
一
日
〜
四
月
二
十
日

　

○
専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
　

平
成
十
九
年
二
月
一
日
〜
三
月
一
日

　

○
生
涯
学
習
通
信
講
座

　
　

通
年
申
込
受
付

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

〒
一
八
六－

八
〇
〇
一

　

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二－

三
六

電　

話 
〇
四
二－

五
七
二－

三
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
二－

五
七
四－

一
〇
〇
六

　

案
内
書
請
求
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
一
二
〇－

〇
六－

八
八
八
一

平成19年1月21日執行

つがる市議会議員一般選挙
立候補予定者説明会を開催
日　時　平成18年11月29日（水）午後 2時　
場　所　生涯学習交流センター　「松の館」

　問い合わせ先

つがる市選挙管理委員会　電話４２－２５４０　

平成19年の取引から 収入と経費の明細書が必要になります！
　平成19年の農業取引に係るものの申告（平成20年の春に申告するもの）か
ら、全て出荷伝票・領収書等が必要となることに伴い、説明会を開催します。

　日　時　　11月30日（木）
　　　　　　午後 2時～午後 3時30分（開場：午後 1時30分）
　場　所　　生涯学習交流センター「松の館」
　対象者　　 2㌶未満の農業所得者で、簡易計算の方法により申告をしてい
　　　　　　る方

問い合わせ先　　五所川原税務署 個人課税第二部門　電話３４－３２１５

稲作農家
（2㌶未満）
のみなさん
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

日　

時　

十
一
月
二
十
一
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

場　

所　

木
造
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　

容　

午
前
十
時
〜

　
　
　
　
　

山
崎　

徹
氏
に
よ
る

大
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　
　
　
　

午
後
一
時
〜

　
　
　
　
　

着
物
着
付
け
発
表

　
　
　
　

午
後
二
時
〜

　
　
　
　
　

ビ
ン
ゴ
大
会

展
示
コ
ー
ナ
ー　
（
各
種
作
品
）

　

生
け
花
・
陶
芸
（
土
の
会
）・
書
道
・
機

能
訓
練
・
ひ
な
た
児
童
会
館
・
ひ
ま
わ
り
の

家
・
あ
い
う
え
お
の
会

陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

粘
土
の
感
触
を
体
験
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん

な
物
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　　

ま
た
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
昼
食
を
準
備
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
お
こ

し
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市　

役　

所

　
　

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話　

四
二－

二
〇
四
二

　昭和23年12月10日第3回国際連合総会で世界人権宣言が採択されて以来、国連ではこれを記念し、毎年12月
10日を「人権デー」と定め、各国では基本的人権尊重の精神を徹底させるための記念行事が行われます。
　我が国では、「人権デー」を最終日とする一週間を「人権週間」と定めていますが、青森県人権擁護委員連
合会と青森地方法務局では次の強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重思想の大切さを呼び掛けています。

平成１８年度啓発活動重点目標
「育てよう 一人一人の 人権意識　̶ 身近なところから人権を考えてみませんか ̶」

　「人権週間」にあたり、私たち一人ひとりが人権について考え、明るく豊かな社会をつくりましょう。
　なお、毎日の生活の中で、お困りのときは、青森地方法務局五所川原支局（五所川原市大字唐笠柳字藤巻503－10
　電話0173－34－2330）または、お近くの人権擁護委員にご相談ください。相談は無料で、秘密は厳守します。
　また、青森地方法務局では子ども人権110番（017－774－1020）、女性の人権ホットライン（017－774－1040）も
開設しています。

地　区 委　員　氏　名 電　話 開催月日 場　　　　　所
木　造 平　田　昌　子 42-1433 12月 5 日㈫ 森田農業高齢者生きがいセンター
〃 小笠原　金　美 42-1007 12月12日㈫ 木造保健センター機能訓練室
〃 野　呂　千賀子 45-2232 〃 〃
〃 葛　西　弘　和 42-4373 〃 〃
柏 鳳　至　　　満 25-2104 12月 7 日㈭ 柏 老 人 福 祉 セ ン タ ー
〃 三　上　幸　雄 35-6863 〃 〃
〃 成　田　房　子 25-2098 〃 〃

森　田 神　　　静　枝 26-2514 12月 5 日㈫ 森田農業高齢者生きがいセンター
稲　垣 安　部　鐵　雄 46-2510 12月 6 日㈬ 稲 垣 公 民 館
車　力 北　澤　一　郎 56-3972 12月 4 日㈪ 車 力 ふ れ あ い 会 館

問い合わせ先　　市役所 市民課　電話 ４２－２１１１

◎女性の地位を高めよう
◎子どもの人権を守ろう
◎高齢者を大切にする心を育てよう
◎障害のある人の完全参加と平等を実現しよう
◎部落差別をなくそう
◎アイヌの人々に対する理解を深めよう
◎外国人の人権を尊重しよう
◎ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見を
なくそう

◎刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
◎犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
◎インターネットを悪用した人権侵害は止めよう
◎性的指向を理由とする差別をなくそう
◎ホームレスに対する偏見をなくそう
◎性同一性障害を理由とする差別をなくそう
◎北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深
めよう

12月 4日から10日までは「第58回人権週間」です
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この広報紙は再生紙を使用しています。

市の除排雪業務
　市では幹線道路、生活道路などの除雪延長約353㎞を
直営除雪と民間委託により行います。
　除排雪を管理する区域は、昨年と同様の除排雪体制と
なります。除排雪業務の実施期間は12月 1 日から 3月31
日までとしますが、除排雪実施期間前後であっても、降
雪状況により除排雪を実施します。

市の除排雪体制
○ 市の除排雪の体制は全区域を統括する統轄本部を市役
所建設部土木課に設置いたします。

○ 市では、除排雪を管理・管轄する区域を昨年と同様（表1）
とし、市役所、支所にそれぞれ担当課を配置いたします。
○ 除雪パトロールは管轄する区域を市役所、支所がそれ
ぞれ巡回し、雪の状況を随時、的確に判断し効果的な
除排雪が実施できるようにします。

○ 民間委託業者の管理、指導は市役所、支所がそれぞれ
行い適格な除雪作業が行えるよう指導、監督いたします。

○深夜作業にご理解を
　朝の通勤・通学経路、歩行者の安全確保や作業効
率などの理由から、除排雪作業は深夜・早朝行います。
○路上駐車はやめましょう
　路上駐車は除雪作業の妨げとなり、地域全体に迷
惑がかかりますのでやめてください。また、事故な
どでやむを得ず路上に駐車する場合は、目印に赤旗
を立てて下さい。
○道路に雪を捨てないで下さい
　除雪後に残る寄せ雪は各世帯で取り除くようにお
願いいたします。同様に各家庭の雪を道路に押し出
すこともおやめ下さい。
○通行規制にご協力を
　除雪及び排雪作業を迅速かつ安全に進めるため、
道路を一時通行止めにすることがあります。ご理解

　今年も雪の季節がやってまいります。つがる市では次のとおり今冬の除排雪を計画し、市民生活の
安定が図られるよう、努力してまいりますので、市民の皆様の御理解とご協力をお願いいたします。

　 管 理 区 域 　　 担 当 課 　 問い合わせ先
統 轄 本 部 市 役 所　建設部土木課　道路維持係

TEL 42-2111
木 造 区 域 市 役 所　建設部土木課　道路維持係
柏 区 域 柏 支 所　経済建設課　土　木　係 TEL 25-2111
森 田 区 域 森田支所　経済建設課　土　木　係 TEL 26-2111
稲 垣 区 域 稲垣支所　経済建設課　土　木　係 TEL 46-2111
車 力 区 域 車力支所　経済建設課　土　木　係 TEL 56-2111

とご協力をお願いいたします。
○消流雪溝は正しく利用しましょう
　消流雪溝は、住民協力により道路の幅を広げ、地
域住民の安全確保のための施設として整備されてお
りますので、今冬もご協力いただきますようお願い
いたします。利用に際しては作業終了時投雪口を必
ず閉める等を守っていただき、地域の施設として大
切に利用いただきますようお願いいたします。
○除雪車が作業中のときは近寄らないようにしま
しょう
　除雪車は重機械であり、前後10ｍ位は死角となり
ます。また、雪の中に混じっている砕石、ガラス等
が飛び散る場合もありますので、30ｍ以内に近寄ら
ないようお願いいたします。

　より効率的に作業が実施できるよう
連絡体制を万全にしながら除排雪作業
を実施いたしますので、住民の皆様の
ご理解とご協力をお願いいたします。

　円滑な除排雪作業
のためにご協力を　

冬 を快適に過ごすために
除雪作業にご協力をお願いいたします




